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はじめに

含水率 高
+固化剤

採土場の穴に埋める

強アルカリ

敷 土

処理土

アルカリ流出抑制
土の緩衝能で

なんとかしたい



ケイ酸四面体の端面

Al】ーOH+H+

アルカリ性
（pH：高）

酸性
（pH：低）

アルミナ八面体の端面

Si】ーO-+H+

アルカリ性
（pH：高）

酸性
（pH：低）

緩衝能
⇒例：アロフェン (比表面積大)

Si】ーO・H

Al】ーOH・H+



試料 粒子構成

船 橋 砂質土大

大手町
上篠崎

砂質ローム中

関東ローム
熊本黒ボク土

火山灰土小

目的 敷土の模擬実験
によって検討

浸透実験

土によって異なる
緩衝能を評価

滴定実験



滴定実験

蒸留水150ml
添加

混ぜる

+

pH測定

各土 乾土で5ｇ

HCl

NaOH

試料

船 橋

関東ローム
熊本黒ボク土

砂質土

火山灰土

大手町

上篠崎
砂質ローム



大手町
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0.1mol/L NaOH添加量〔mmolc/100g soil〕

砂

火山灰土

船橋
上篠崎

関東ローム

熊本

中間(砂質ローム)

滴定実験
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大手町

上篠崎

船橋

関東ローム上層

熊本

-0.1mol/L HCｌ 0.1mol/L NaOH
添加量〔mmolc/100g soil〕

pH=0.84

pH=12.23

拡大

と大きく3つの

傾向に分かれた。

【対アルカリ緩衝
能】

大：火山灰土

中：砂質ローム

小：砂質土
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石灰溶液
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浸透実験

測定項目
○カラム内EC

○流出液pH、EC
○流出液量

EC測定

EC測定

pH測定 流出液量測定

石灰溶液
11.2mmol/L

20cm

試料

大手町

上篠崎

船橋

関東ローム

熊本黒ボク土

50cm

25cm

水頭差
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PV

pH

大手町
上篠崎
船橋
関東ローム
熊本

対アルカリ
緩衝能

大

①関東ローム
②熊本
③上篠崎
④大手町
⑤船橋

小

PVに伴うｐHの変化

⇒滴定実験と一致

砂

中間(砂質ローム)

火山灰土

【対アルカリ緩衝
能】

大：火山灰土

中：砂質ローム

小：砂質土
と大きく3つの

傾向に分かれた。



結論

滴定実験

⇒緩衝能を判断

浸透実験

⇒実際の現場を

想定した模擬実験

結果が一致

簡単な滴定実験を

するだけで緩衝能
の判定ができる


